
学会錯事

国際海洋学会議(InternationalOceanographic 

Congre目s)の開催について

今回，会員新崎盛敏氏から表題の会議について下記の様な通知がありました。本会々

員中で議題にあてはまりそうな論文をお持ちの方は米閣の方に連絡を とり論文を提出して

下さい。向叉同時に学術会議内の海洋学研究連絡委員会か，新自毒盛敏民に連絡して下さい。

x x x x x 

7;1リカ科学振興会は UNES∞及び I白Uの鎖刃Rとの共催で 1959年8月31日

より 9月12日まで， NewYorkの国連ピルにおいて国際潟洋学会議を閲催する。

海洋学，海洋生物学に関する丞礎科学金分野に亘り，次の5部門に分れる symposium

が持たれて講演.研究発表，討論が行われる。

1. History of the ocean (8月31日， 9月1日)

2. The boundaries of th自由el(9月8，9日)
3. The deep se!!. (9月4，7日)

4. Cycles of organic and inorganic substan巴esin the sea (9月10，11日)

5. The marine life regime， the population of the sea (9月2，3日)

5の生物部門では Differentiationand dispersal of marine popu1ationsの sect.

で，① Paleogeographyof marine目。rωandfaunas，② Biogωgraphical regions 

in the sea， ③ Evolution and adaptation in the sea， また Thephysiology and 

behavior of marine organismsの secι で， @) Behavior of marine organisms as 

influenced by environmental factors， @ Physiology of marine organisms及び

@ The巴ultureof marine organisms as means of understanding environmental 

influence on populations等の諮問題に関する発表，討論が行われる。

研究論文を提出されたい人は下記の規定で原稿を作り提出する事が山来る。{且し受理

の選定は convenerが行い，受埋された物でもすべてが会場で発表される訳ではない。論

文は古い仕事の綜述よりも現状をより推進せしめる微な物が望ましい。

① 送り先 Dr.Mary Sears. Woods Hole Oceanographic Institution， Woods 

Hole， Massachusetts U.S.A. 

②締切り期日(必着目): 1959年1月31日 abstract;4月30日， complete論文.

③ 用語及び長吉: 英・仏・独・鯵またはスペイン語， abstract， 200語以内.

用紙は9吋X12Pすの type用紙，上下に1吋づっ，左1.5吋，右0.5吋ゐけた spaee

の片頁だけ使う。type.writerで doublespaceあげる。
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学会総 1ll 

幾重量移動

{際和33主手4iH8よき lHI158まで}
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U襲 務委読 ま襲§還義 務3努 謀議運議33禁法)'1

{般車総33主事11)'115 B滋夜 会員数 314名}

2暴挙会第露溜総会記事

本会告書器問縫会はB本主毒物需券会務2H尊大受注祭主民昭和33年10発泌氏午後惑襲撃

から 9襲撃すぎまで;1"鰍大寄生幾学費撃にききいて行絞れ， 44若きが之監ニ参似し霊童霊きであった.l!ic.艇二

重量の毒薬E撃に縫って之安殺をきするe

1. 鎗重量の毒事: 滋 111 主義遊民

2. 幾幾護霊長ミ: 銭燃によち主主元会長室市から隊飯事事込先手選線事れたd

3. 軍主義重量絞殺をき: 免長二議事務室襲惑巻銭1をきに潟議ました32年度綴鈴に基づき，緩努

事争議会3殺をふ 主異議雲殺事態?こ。

4. 議議事

ふ 善幸綴長室議U"t護をける主義の会員号室長突の鈴 本学品)'14釘主貫主誌に去さける本会懇談会以来，

本会役員会でを主主主義孝普選会Eぞきに鈴いて会会主主にアンケ…ト号告発し， それをもとにして緩祭

ぞ作総，之受容巻2そきに於いて全会長まに畿幸容して幾?ニ。 j討議選総務導撃の緩巡幸震をきの後， ζの草案

援をと護憲づきま審粂喜善慈の支きで検善幸，多少のそ葬を替の後訂はゐったが猿霊祭伝送い彩で家殺されたe

B. 事争等苦手さ撃の伶 l1l間会緩から s 今B~主で森喜ぎの学浅ままざをく主義かったが， 会の議議

も潟主義たので事字書警には章者語審まケ絡につきzヶ素手玉?の重量奨を免震長したい， とのま告償金五あち，
主主iなままし3議会長ミよち滋#菜子議室哲草案見がめち， 章者主義主義手憾の勤務につき 3章容支?の委主草壁ぞきも事長

ずることに告たした{審議五とは遜去に綴ることとする}。父会主義の滋誇撃によき滋さきに滋滋されに

いと努ふ壌にt;l:った。

5. 会重量淡懇談: 滋JIIおかもブL多民主畿15斡ニ於げる語審惑を警護憲参議選殺の災然記念物実撃が各

会長まに臨海寄れたまi長E警によって縁者する，各襲撃のオキウドや水務者警警警の妙義審議菱喜容を笈著者しな

がら楽しい絡を滋した6

6. 議審議義11l~活空襲湾民 fフラン;;t~設立玉造然科学織物館主織の重注意義にお殺してj と義援

し 7Jラー・スライドにより言葉器禁先手行われた。

終了t士吉将20王子畿でゐったが， 後F導主撃のパスに霊祭ち告をおの綴金銭をま2で下室襲し護室長話し

た。潟ぷ幾重量関金撃について主義元の綴JII家主主災及びその数議室気の芸春潔主主総長李総~滋いた苦手安

感謝する。(接交委李総}

本会焼離の雑誌及び論文!U鱗霞録

雑誌

Aeぬ Biologi絡 V納鈎OU'室長i儲 Vol. 1， Art.ト17.

Vol. 2， A苦も.1-17. 
1.'11客機学会有事長 約O.1， 2，長-9.
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学会録 司王

水産庁内海区水産研宛所研究被告 No.4-1O. 

横浜市立大学紀要Ser.C-7， No. 28.， Ser. C-11， No. 42.， 

Ser. 0-13. No.46.， Ser. 0-14， No. 47.， 

Ser. C-18， No. 71.， Se，.. 0-20. No. 82. 

論文別刷

113 

Ser.ひ12，No. 43.， 

Ser. C-15， No. 51.， 

深瀬長崎・ 末松四郎: 緑重量PithophoraI乙於ける Akine旬 発芽に関する研究"和歌山大学

学芸学部紀要(自然科学}第8号 (1958).

van den HOEK， C.; Observations on the algal vegetation of the northem pier 

at HOEK van Holland， made from Oetober 1953 till August 1954; Blumea， 

Vol. IX， No. 1 (1958). 

The algal microvegetation in and on barna巴l阿 hells.collected 

along the Dutcb and French coasts; Ibid. 

川名 武: 近年に於ける天草の磯燐について;水産指殖， Vol. 3， No. 3. 

小林益雄: 菌学五拾年;自然科学と博物館，第M 巻第3-4号(1957).

KOSTER， J. TH.; Cyanophyceae aus der Umgebung von Zu討ch;Vierteljahrssch-
rift der Naturfol'Schenden Gωellschaft in Zurichヌcvm(1953). 

旬1egenus 町並zocloniumKutz. in the Netherlands; Pubbl. Staz. 

Zool. Napoli， Vol. XXVII (1955). 
国立国会図書館: 逐次刊行物目録;納本週報 (1955，1956). 

NAKAZAWA， S.: Sensibilidad diferencial de 109 ovulos de Coccophora langsdorfii; 
Anales del Instituto de Biologia， Tomo XXVI， No・1(1955). 

Developmental mechanics of Fu巴aceousalgae 1. the preexi目tent

polal.'ity in Cocωphora eggs; The Science Reports of the Tohoku University， 

Fourth Ser.， Biology， Vol. XXII， No. 3 (1956). 

Developmental mechanics of Fucaceous algae II. Vital staining 

of centrifuged Cocωphora eggs: Boじ Mag..Tokyo. VoL 70. No. 823 (1957). 

Developme且.ta¥meehanics of Fucacω，us algae m Differential 
permeability泊 Fucuseggs; Ibid. Vo¥. 70， No. 825 (1957). 

Developmental mechanics of Fucaceous algae IV. Morphogenetic 

movement of白ccophoraeggs; Ibid. Vol. 70. No. 826 (1957). 

Developmental mechanics of Fuc3.ceous algae V. DifIerential 

dis位ibutionof leeithine on the surface of the egg protoplasm in Cocco・
phora and Sargassum; The Science Reports of the TohokuJUniversi七，y，Fourth 

Ser.， Biology， VoL xxm， No. 1 (1957). 
Developmenta¥ me巴hanicsof Fucacω，us algae VII. Apicobasal 

gradient in a later stage of Coccophora embryo; orrON， 8 (1): V-1957. 

才図利彦: 愛媛県松山港近海の潮閑静に於げる再審務群絡の季節的消長 ;私の生物研究.

第3絹 (1953¥
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114 :j高知 ~ 6 ~ ~ 3D' "日和33年 12月

木松山JlB: 奇生住総務 Cepbaleurosvirescensの熔益裂について ;務先t第 5巻，第21オ
(1957). 

SUEMATU， S.・ Noteson Cephaleul'os and Phycopeltis， parasitic and epiphytic 

aerial.algac III. Lists of infccted plants; Bot目 Mag.，Tokyo， Vol. 70， No・831

(1957). 

Aミ訟四郎 スミ レモ科組物のl泡子裂について i 和歌山大学学長学部紀袈(LI然科当主)必
7集 (1957).

一一一一つ 地上部類 Cephaleul'os，Phycopel tis について IV 寄生組物の必組紋の劣化，

和歌山大学学芸学部紀要(臼然科学)第81;'(1958). 

TSUfヨ0，Y.: On the mating reaction of a Chlamydomonas， with special refer-

ences to clumping and chemotaxis; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 70， No， 832 (1957). 

(1958. 10. 31現在)

スケージュー)J，博士及びドツチイ博士の北海道訪問

忍 路海 jjl11:. It:げる
スケージJ ← Jレ博士

百世実盤貴所を，的れ，磯採取を行い，翌 3日

は.~~~の海泌研究所を訪れ， 月l反来日 の

希望を述べ11月4日千五出空港より雌ill

した。

~と 悶のハワイ大学の ドツチイ 同士

(Maxwell S， DOTY， University of Ha-

waii， Honolulu 14， (J. S. A.)は今夏7月

カナ グ|到 のブリティシュコ ロムピア

大学のスケージュールf¥fi土!RobertF. 

ScAGEl， Department of Biology and 

Botany， University of British Colum-

bia， Vancouv巴r，B. C.)はパンコックへ

の旅行の帰途，昨年 11月 1LJ ~;L似 ~n ， ヨ1

2 1:1北海道大学B/I学部Il:来初，山国 ・H寺

田教授と倣談後，fkl問を利 して，出路l臨

海部研究所 l乙於ける

ドッテイ 博士

28日本し樹新，本学を訪問，山間 ・時回数佼と交欲，翌29日室IIMi，厄必研究所を訪問，30 1:1 

千威発線道した。
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